
矢印 矩形選択

壁 壁の終端

ドア 窓

コーナー窓 カーテンウォール

柱 梁

屋根 天窓

シェル スラブ

メッシュ モルフ

オブジェクト ランプ

ゾーン

通り芯

線形寸法 半径寸法

高度寸法 角度寸法

テキスト ラベル

塗りつぶし 線

円/円弧 ポリライン

スプライン ホットスポット

画像 図面

断面図 立面図

展開図

詳細図

ワークシート

カメラ

ツールボックスには選択、3D構造、2D図面

及び視覚化のためのさまざまなツールが
あります。

ツールボックス

パレットの特徴
ここでは、ツールボックスについて説明します（パレットはウインドウメニューのパレットで表示、非表示できます。）

参照関連コマンドには、インターフェース
内の複数のポイントから簡単に
アクセスできます。

参照パレット

参照パレットの表示/設定

参照の選択

参照図面のコントロール

参照表示オン/オフ切替

図面比較機能

図面の表示設定

ツールバーアイコン

ツールバーはアイコンまたはテキスト形式で表示され、トピック別にグループ化され
たコマンドやメニューの集まりです。

ツールバー上で＜右クリック＞でツールバーの表示設定が変更できます。
※Mac版は＜control＋クリック＞で設定できます。

情報ボックスは現在アクティブのツールや選択されている要素の情報を表示します。
また、各種設定の変更を行うことができるボックスです。

情報ボックス

各ツールの設定
ウインドウを開きます。 図形作成法の切替 取り付け高さ表示

ウｫーク移動

基準線位置の切替 平面図/断面図の線種・塗りつぶし
ペン番号等の設定

画面表示設定

ナビゲータ表示

スケール設定

現在のズーム

スクロールズーム

拡大

縮小

スクロール

ウインドウに
合わせる

位置を回転

位置をリセット

前のズーム

次のズーム

画面表示設定では表示スケール及び拡大／縮小などの表示情報を
コントロールできます。

切断面を表示

プロジェクト/ビュー
レイアウト/発行セット

図面切替

寸法
リノベーション
表示オプション
ペンセット
躯体表示
スケール

レイヤーセット

ナビゲータ機能は、ArchiCADプロジェクト内の各図面にアクセスできます。

ナビゲータ・クイックオプション

ウインドウメニュー ツールバー

ツールボックス

参照パレット

画面表示設定

情報ボックス

ナビゲータ

クイックオプション

３Ｄウインドウでの視点設定
３Ｄナビゲーションパレットの移動/回転モードを使いアングルを変更、ビュー設定の平行投影/パース投影の切替えができます。

３Ｄナビゲーションパレット

平行投影・パース投影のアングルの切替え

ツールバーより３Ｄウインドウへのアクセスおよび
パースと平行投影ビューの設定ができます。

パース投影図のコントロール

移動/回転モード

３Ｄで移動するためのコマンドは、ツールバーに表示されており
移動・回転モードとウｫークモードに切り替えられます。
３Ｄウインドウが有効な場合、下部スクロールバーにアイコン
ショートカットが表示されます。

回転モードに設定して３Ｄウインドウ
回転させたい方向にマウスを
ドラッグします

ウォークモードに切替え
キーボード及びマウスで操作します

※ヒント→編集モード中にSHIFT＋マウススクロールでアングル変更ができます。

３Ｄ投影の設定

平行投影の設定

平行投影/パースの設定
平行投影のアングル設定

目標へのカメラの方位角

太陽の方位角

カメラの目標点、位置や太陽の方位角は、
ドラッグで移動可能です。

平行投影/パースの設定

太陽の位置

カメラ位置

パースの設定

カメラ目標点

階段

レイヤーの切替

３Ｄ切断

任意の場所で１つ以上の切断面を使用して、モデルの３Ｄ断面図を定義します。

切断面を
ドラッグ

構造の切替

確定する
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座標・参照入力モード
座標値は[座標情報]に表示されます。参照線はスナップした要素に入力参照ラインを表示します。

ポップアップメニューには、距離や角度などが表示されます。
入力中にキーボードのＸ・Ｙ等のキーを押すと入力可能な座標情報が表示されます。

座標情報

クイック選択モード
矢印ツールの[クイック選択]モードを使うと各要素の領域上でクリックすると選択ができます。

座標情報の表示設定
座標情報を使用するには、ツールバー上の座標情報切替えボタンを有効化します。

相対座標入力/絶対座標入力の切替え

相対座標
相対値は編集原点から測定され、ワークシートの最新編集点から
カーソルまでの水平（Ｘ）距離、垂直（Ｙ）距離、半径（Ｒ）距離、
および角度（Ａ）距離が表示されます。

絶対座標

絶対値はユーザー原点から測定されます。絶対値では常に、
ユーザー原点からワークシートの最新編集点からカーソルまでの
水平（Ｘ）距離、垂直（Ｙ）距離、半径（Ｒ）距離、および角度（Ａ）距
離が表示されます。

絶対座標を使用していることを示すために、原点とカーソルの間
には一時的には線が描かれます。

参照線の表示設定
参照線を使用するには、ツールバー上の
参照線切替えボタンを有効化します。

参照線の表示

入力中に参照線が自動的に表示されるため、
その場で選択して作業を続けることができます。
辺上の参照線のハンドル（○マーク）をクリックして有効にします。
※ハンドル上でＥｓｃキーをクリックするとキャンセルできます。

座標ボックス・制御ボックスを使用する場合は、
<ウインドウメニュー>の<パレット>より表示します。

座標ボックス

座標ボックスではワークシート上での現在のカーソル位置の
情報がまとめて表示されます。

ユーザー原点を移動

グリッド表示切替 カーソルの垂直座標

相対座標/絶対座標の切替

カーソルの移動モード

吸引の設定グリッド傾斜角設定

制御ボックス

制御ボックスには要素を入力するための各種モード等があります。

参照線
オン/オフ

参照線
オプション

参照線分節
を作成

相対
組み立て法

各種スナップ
ツール

グループ有効化/
一時解除

マジック
ワンド

特殊スナップ点

特殊点メニュー

選択方法
<矢印>/<矩形選択>ツールの選択領域の切替
要素一部/要素全体/方向依存

図形作成方法
ポリゴンの選択領域の入力形状が選択できます。

クイック
選択モード

※選択中にキーボードのスペースを押すと、
クイック選択モードのオン/オフの切替えができます。

１ クイック選択モードをアクティブにして
壁/スラブ/オブジェクト等の各要素の上に
カーソルをクイック選択モードが有効
になります。

２ クイック選択モードがアクティブな状態で
クリックすると各要素が選択されます。

※どのツールの状態でもキーボードのＳＨＩＦＴキー＋クリックで選択/連続選択可能です。

ペットパレット入力/編集機能
壁/スラブ/屋根/塗りつぶし/線分等の各要素をマウス操作で入力/変更/修正や移動/回転/コピー等を行えます。
※３Ｄウインドウでも同様の操作が可能です。

多角形のペットパレット編集

１ スラブ等のツールを使用して入力/選択します。
（選択されたツールをアクティブにしてください）

２ 選択した多角形の辺上でカーソルが三叉形状
及び端点でカーソルがレ点または左クリックす
るとペットパレットが表示されます。
（選択されたツールをアクティブにしてください）

辺上

端点

３ ペットパレットにはストレッチ/形状変更/拡大/
拡小ブーリアン演算などが行えます。
各コマンドを試してみてください。
（選択されたツールをアクティブにしてください）

壁及び線分のペットパレット編集

１ 壁等のツールを使用して入力/選択します。
（選択されたツールをアクティブにしてください）

２ 選択した壁/梁/線分等の辺上でカーソルが
三又形状で左クリックするとペットカーソルが
表示されます。多角形同様に各コマンドを
試してみてください。

（選択されたツールをアクティブにしてください）

ペットパレットを使った入力＜壁/スラブ/線分等の各ツールで使用できます＞

１ 直接入力 ２ 前の辺に正接する円弧 ３ 正接で定義される円弧

４ ３点で定義される円弧５ 中心で定義される円弧

※入力中にキーボードのバックスペースキーを押すと
最後に入力したポイントが削除されます。

要素／サブ要素
の切替
（モルフのみ）

要素／サブ要素の切替はCtrl＋Shiftキーで切替ができます。（モルフのみ）
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キーボード：主なキーの名称

キャップスロックキー

エスケープキー

タブキー

シフトキー

コントロールキー

ファンクションキー

オルトキー オルトキースペースキー コントロールキー 矢印キー

デリートキー

バックスペースキー

エンターキー

シフトキー

お使いのキーボードによってはキー配列
名称が異なる場合があります。

作業環境のカスタマイズ

ArchiCADでの作業に慣れるに従って、プログラムの機能を使用し、各種パ

レットやツールバー、メニューなどを画面に配置するための個人的な環境設
定が作成されています。［オプション］→［作業環境］ダイアログボックスを使っ
て、これらのオプションのほとんどを設定します。

カスタマイズした設定を保存する

設定のそれぞれの設定を保存するには、［作業環境］ダイアログボックスの
左側にあるメニューを使用して、保存する設定セットを選択します（例えば、
ショートカットを変更してそれを保存する場合、ショートカットをクリックします）。
これで［設定オプション］が表示され、設定を保存、名前変更、削除、再定義、
エクスポートまたはインポートすることができます。

設定を適用する

設定のそれぞれの設定を保存するには、［作業環境］ダイアログボックスの
左側にあるメニューを使用して、保存する設定セットを選択します（例えば、
ショートカットを変更してそれを保存する場合、ショートカットをクリックします）。
これで［設定オプション］が表示され、設定を保存、名前変更、削除、再定義、
エクスポートまたはインポートすることができます。

固定ショートカットキー

操作をキャンセル

入力中の場合→操作をキャンセル
選択中の場合→選択を解除
矩形選択の場合→矩形選択を解除
何も選択されていない場合→

矢印ツールに切替

ESC

パラメータを取得 各ツールの設定をコピーします
※スナップすると黒表示します。

Alt

パラメータ置換
各ツールの設定を既存の要素に
貼り付けします
※スナップすると黒表示します。

Ctrl+Alt

クイック選択切替え 矢印ツールのクイック選択モードの
ＯＮ/ＯＦＦを切替えます。

スペースキー

マジックワンド
ツールの操作中にマジックワンドを
有効にします
※スナップすると黒表示します。

スペースキー

切り取り
要素の最も近い2点間を切取ります
※スナップすると黒表示します。Ctrl＋クリック

マウスの制御角度
マウスの水平方向/垂直方向の角度
または設定角度に固定しますshift

ユーザ原点を移動 ユーザ原点の移動Alt＋shift

最後のポイントを削除 ポリゴン入力時に最後に入力した
ポイントを削除します。

バックスペースキー

画面表示ショートカットキー （※ホイールマウスでも操作できます）

拡大 ＋

縮小 －

スクロール ← ↓ → ↑

回転 O

ウインドウに合わせる（F） Ctrl＋1

平面図/３Ｄウィンドウ移動ショートカットキー

平面図 F2

３Dウィンドウ F5

※クィックリファレンスでは、デフォルト設定のショートカットキーを紹介しています。
ショートカットキーは自由にカスタマイズ可能です。

ファイルメニュー：ショートカットキー

新規作成（N） Ctrl+N

ArchiCADを終了（X） Ctrl+Q

開く（O） Ctrl+O

チームワークプロジェクト開く／参加… Ctrl+Alt+O

プロジェクトを閉じる（C） Ctrl+Shift+W

上書き保存（S） Ctrl+S

編集メニュー：ショートカットキー

元に戻す（U）アンドゥー Ctrl+Z

やり直し（E）リドゥー Ctrl+Shift+Z

切り取り（Z） Ctrl+X

コピー（C） Ctrl+C

貼り付け（P） Ctrl+V

全てを選択（A） Ctrl+A

移動（D） Ctrl+D

回転（R） Ctrl+E

ミラー（M） Ctrl+M

移動コピー（G） Ctrl+Shift+D

回転コピー（O） Ctrl+Shift+E

ミラーコピー（I） Ctrl+Shift+M

高度変更（V） Ctrl+9

連続コピー（Y） Ctrl+U

ストレッチ（H） Ctrl+H

サイズ変更（Q） Ctrl+K

検索と選択（F） Ctrl+F

選択セットの編集（N） Ctrl+Shift+T

ツールの設定（T） Ctrl+T

ツールメニュー：ショートカットキー

グループ化（G） Ctrl+G

グループの解除（N） Ctrl+Shift+G

グループの一時解除（S） Alt+G

フロアの設定（S） Ctrl+7

上のフロアへ移動（U） Shift+F2

下のフロアへ移動（D） Ctrl+F2

フロアへ移動（T） Ctrl+Shift+F2

レイヤー設定（L） Ctrl+L

グリッドスナップ（G） S

参照線を表示/隠す Q

前のズーム（V） Ctrl+［

次のズーム（X） Ctrl+］

３Ｄ投影の設定（P） Ctrl+Shift+F3

３Ｄ要素フィルタ/切断 Ctrl+Alt+A

３Ｄ切断（C） Ctrl+Y

矢印ツール/直前のツールの切替 W

図形作成法の切替（情報ボックス） G

次のペットパレット項目に切替 F

前のペットパレット項目に切替 Shift+F

要素スナップ（E） Alt+E

吸引 Shift+V

メジャー（計測ツール） M

参照オン/オフ Alt+F2

組み立て法を切替（情報ボックス） C

名前を付けて保存（A） Ctrl+shift+S

オブジェクトを開く（O） Ctrl+shift+O

参照線を強制表示 @

座標情報で値を編集 N

切替をハイライト 重複する要素をハイライトで切り替
えます。
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